
令和 7 年 3 月 18 日発行

みんなかがやく！（江東区教育委員会テーマ）

Fellow （なかま） 第 19号
～祝!卒業～

江東区立南砂中学校だより

校 長 近藤 啓太

誇り

写真は、校旗を掲げる生徒の姿です。生徒会役員が担当していた「校旗の掲揚・降納」をなるべ
く多くの生徒に関わってほしいと、今年度から委員会を中心とした当番制にしました。揚げ忘れが
生じるのではないかが心配されましたが、対策もしっかりと考えてくれています。
「校旗当番」「次は君だ！」と書かれた木片が下駄箱に立っているのを見て、「なるほど！」感心
と共に嬉しく思いました。

校歌や校旗は学校のシンボルです。甲子園球場で行われる高校野球では、勝利チームの校旗が掲
揚され、校歌が流れます。そして球児が晴れやかに歌う姿に感動し、またうらやましい気持ちにも
なります。
私は、生徒が校歌を声高らかに歌える学校であってほしいと思っています。そこにあるのは、学

校に所属する者だけが味わえる「歓び」と「誇り」です。ただし「誇り」は与えられるものではあ
りません。生徒１人１人が、学校における活動や体験に応じて生まれるものです。
「南砂中学校に入学してよかった」の質問に対し「とてもそう思う」・「ややそう思う」と肯定

的な回答した生徒は、94.9％でした。「どちらかというと思わない」が 5.1％（3年生 4人）でした。12
月に調査した時と今とでは、その時間の過ごし方の中でまた気持が変わっているかもしれません。
どうか 3 年生には、3 年間自身が取り組んだことに「誇り」をもって卒業していただきたい。また
南砂中学校を卒業することに「誇り」をもっていただけたら、この上ない歓びです。

13 日（木）の新聞には“大阪・関西万博でベートーベン「交響曲第 9 番」第四楽章の１万人の
大合唱”が特集、指揮者、佐渡裕さんのインタビューが掲載されました。見出しは次の通りです。

世界束ねる 歓喜のタクト 楽しんで歌う 日本の誇り

本校の卒業式は

心束ねて 祝いの旅立ち 高らかに歌う 南中の誇り でしょうか？

イマイチですね。いずれにしても、呼名の返事、式歌・全校合唱に思いを乗せて、思い出をかみ
しめながら、校旗を仰ぎ、巣立ってください。ご卒業おめでとうございます。
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平和学習は、7歳の時に台東区で東京大空襲を体験したＳさんのお話を聞きました。
3 年生の卒業行事の一つ、スキー＆スノーボード教室を実施しました。天気予報“雨”を覆す、

最後まで「もっている」学年でした。筋肉痛も心地よい！ ↓その他の行事は写真で紹介です。

３年生からのメッセージ

・みんながんばれ
・残りの中学校生活悔いのないように頑張ってください。
・受験とテスト頑張れ
・勉強をしっかり！あじみこしも大切に！
・くだらないことでも近くの人と共有して心の重荷を少なくしてください。

3日（月）第３回弁当の日 12日（木）茶道体験

13日（木）落語教室

8日（土）地域ボランティア

11日（水）Ｃ組校外学習

７日（金）三年生を送る会

2 月 21 日（金）平和学習 3月 6日（木）3年生校外学習（カムイみさかスキー場）

Ｆさんから Ｔさんから Ｗさんから


